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	10月8日、北海道人事委員会の給与勧告が出されました。勧告の概要は右のとおりで、50歳台後半層職員の給与措置については、国家公務員と同様に６級以上の職員を対象に1.5％削減することとしました。

同日、地公三者共闘会議（全道庁労連、北教組、自治労道本部）は抗議の「声明」を発しました。昨年に引き続きマイナス勧告ですが、賃金確定闘争の山場となる11月18日に向け、自治労北海道全体で地公三者共闘会議に結集して取り組みを強めていきます。
	
	
	

	
	
	
	



	９月28～29日に札幌市にて自治労北海道本部第51回定期大会が開催され、町職からは代議員で私、中央委員で小野委員長が出席しました。全道から580人が結集し、人勧期闘争と参議院選挙闘争の総括、当面する確定・現業公企闘争、統一自治体選挙闘争をはじめ2011年度の運動の基本目標を確認しました。

討論では35の発言があり、質疑が集中したのは、「菅政権の人勧の取扱いと自治労の対応と確定闘争の課題」「自治労中央本部執行
	
	
	委員長が提起する『賃金シェアー』の課題」「非正規職員の賃金・労働条件改善に向けた課題」「自治労の組織強化の課題」などです。

町職としては「春闘、勧告期闘争の総括を確定・現業公企闘争に活かし統一闘争の強化を」と「合理化の不安の中での現業職場の声」を代議員の私が、不評だった長髪のまま、しかし今年は鼻血が出ずに発言しました。

また、遠軽町労連の山木紀彦さん（休職）が執行委員に選出されました。【書記長山田】



	


	９月18～19日に札幌市で道本部女性部定期総会が開催され、二日間で116単組・総支部、213名の出席がありました。

定期総会なので、他の単組・地本の取り組みや現状について、多くの報告を聞くことができました。その中で男性で育児休業を取得した人が２名いたとの話があったので、簡単ですが報告します。

１人は、休業期間は８カ月、夫婦共働き、女性がすでに育休２回計３年を取得しており、やっと奥さんが職場復帰したばかりだったので、再び奥さんが休業取得するのはどうか？と思い夫婦で話合いの上、今度は旦那さんが取得することになったそうです。

もう１人は、休業期間６カ月、同じく共働きで、子どもの件で呼び出される事が多く、夫婦どちらか都合つく方が早退していましたが、まわりに迷惑かける状況が続いたため取得したとの事でした。

この２名に関しては、同じ課の職員の理解があったようですが、違う職場からは何で男が取得するんだ？という心無い言葉も聞こえてきたようです。昔から風習等があり、男性が育児休業を取得するということに、多くの
	
	
	人が理解をするのは実際難しい現実も見えてきます。

2009年の男性育児取得率は、過去最高の1.72％となったそうです。数字だけみるとまだまだ少ない印象ですが、数年前の事を思い返せば、少しづつですが進歩しているんですね。どんどんこの取得率が増えていき、男性も違和感なく当たり前に取得できる時がくれば、男性にとっても女性にとっても、より働きやすい環境になっていくんだろうなぁと感じました。

日々の仕事がますます忙しくなり、また、それぞれのプライベートもある中、体を休めたい土日祝日の休みに、このような各種会議に行くのは大変ではありますが、行ってみると貴重な話を聞いたりできるので、新たに発見することやプラスになることが少なからずあると思います。

　札幌まではちょっと遠い…と思う方は、近隣で開催される興味のある内容の会議・交流会等の時にでも、ぜひ女性の皆さんに気軽に参加してもらえれば嬉しいです。

【執行委員（女性担当） 北本美和子】




















































































































































＝自治労北海道2010年度機関紙コンクール＝








全道各単組から応募のあったコンクールの審査結果が道本部定期大会で公表されました。町職は７月29日発行のＶol.67で応募（セブンイレブンのロゴマークの謎の答えが載った号）。見事「優秀賞」に輝きました。この一年、教宣の原稿を作っていただいた執行部をはじめ皆さん、そして審査員の皆さん、ありがとう！！


○最優秀賞…全道庁札幌総支部


○優 秀 賞…津別町職、江別市職労、帯広市労連


○佳　　作…岩見沢市職労､全道庁十勝総支部､空知地方本部


























北海道人事委員会　給与勧告の概要


◎月例給、ボーナスともに引下げ


年間給与は平均△9.6万円（△1.46％）


○月例給の引下げ（△0.23％）


・55歳を超える職員の給料月額及び管理職手当の支給額の一定率減額


・中高齢層（40歳台以上）に限定した給料月額の引下げ


○期末手当・勤勉手当（ボーナス）の引下げ（△0.2月分）


◎寒冷地手当の支給地域の区分及び支給額の見直し


◎義務教育等教員特別手当の支給限度額の引下げ（△3,700円）

















自治労北海道


ホームページ


ご覧になっていますか？





自治労北海道 で検索





組合員専用ページ


に新しい情報が盛り沢山


ユーザー名：hokkaido


パスワード：jichi2009








一緒に配布の『道本部のホームページをご存知ですか』読んでね








「大型はがき」最終取りまとめ


前回の取り組みで、家族の名前を記入されていない方は、現在、回覧している「大型はがき」に名前の記入をご協力ください。














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


